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．はじめに
わが国では，建築用資材あるいは農業用土壌中和剤として，消石灰が古
墳時代末期から利用されている（角田１９８９，２０１１）。当初は朝廷や貴族な
ど，一部の人々が漆喰壁の建築用資材として使用していたにすぎなかった
が，江戸時代後期になると，宋 應星（１５８７頃～１６６６）の『天物開工』が
１７７１年頃から流布され，ほぼ同じ頃，佐藤信淵（１７６９～１８５０）が『培養秘
録』（１８４０）に，消石灰を耕作地に散布すると農産物の増産に繋がること
を述べた。このため，石灰岩が埋蔵する地域では消石灰が生産され始め，
消石灰は農業用として広く使用されるようになった（角田２０１２）。
宇和海に面する愛媛県西予市明浜町注１では，江戸時代後期から昭和５５
（１９８０）年まで，土壌中和剤として使用される消石灰を生産していた。本
論では，明浜町における消石灰生産の盛衰を述べるとともに，残されてい
る石灰窯の構造について報告する。
なお本論は，筆者の「わが国における石灰工業史に関する研究」に関す
る，一連の研究（角田１９８９，１９９５，１９９６，２０１１，２０１２）の一部である。
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．明浜町付近の地形と地質
宇和海に面する明浜町の地形は出入りに富む，いわゆるリアス海岸であ
る（図１）。狭長な沖積平野は湾奥部の小河川に沿って点在するのみで，
多くは比較的急な斜面になっており，緩斜面になっている場所は，畑地と
して利用されている。このため，集落を結ぶ道路は，かつてはほとんどが
山腹や尾根を通っており，現在の海岸線に近い位置を通るようになったの
は，昭和時代になってからである。確認したすべての石灰窯跡は，生産と
運搬に都合が良い海岸線に沿って分布し，生産された石灰のほとんどは，
船舶によって搬出されていた。
付近の地質は，構造的には，中央部をほぼ東西方向に延びる糸魚川―仏
たわら づ
像構造線を境として，北部の秩父帯上部古生層に属する俵津層と，南部
図１ 愛媛県明浜町と周辺の地質概略
愛媛県・旧明浜町の石灰工業史（角田） 81
し まん と おおうら たわら
の四万十層群に属する大浦層に分けられる（平山・神戸１９５６）。北部の俵
づ
津層は粘板岩・砂岩を主とし，これにチャート層と石灰岩層がレンズ状に
挟まれている。石灰の原料として用いられている石灰岩は，俵津層内の石
おおうら
灰岩層から採掘していた。大浦層は砂岩と粘板岩の互層からなり，石灰岩
層は挟まれていない。このため，石灰窯の位置は限られている（図２）。
．明浜町における石灰生産の歴史
（１） 創業期
石灰の焼成は，原料の石灰石（CaCO３）を９００℃以上に加熱して行う。
加熱すると石灰石内の炭酸ガス（CO２）と水分（H２O）が気化し，生石灰
（CaO）が生成される。生石灰に水を加えると，高熱を発して消石灰に変
化する。
明浜町で石灰の焼成が最初に行われたのは，文政１１（１８２８）年であった
と伝えられる（浅井１９３０）。この年に，宇都宮（岩井屋）源右衛門が宇和
図２ 明浜町付近の地質と石灰窯跡の分布
地質の凡例は図１と同じ。○は石灰窯跡の位置
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島藩の許可を得て，宮野浦村小字岩井にある三島神社の近くで，石灰の焼
成を行ったと言う。神社付近は，海岸に石灰岩が露出し，原料の採取と海
上輸送による製品の搬出に好都合の場所で，後述するように，現在でも，
この地区には最も古い形式の窯跡が保存されている。
継続的に石灰の焼成が行われたのは，嘉永３（１８５０）年以降であった。
宇都宮長右衛門角治が，すでに消石灰を生産していた土佐国へ赴いて焼成
技術を学び，石灰岩が露出する浦山村小字小僧都で，石灰石を焼いた（西
園寺１９３４）。かつての窯の構造や，生産高などの詳細については不明であ
るが，岩井に保存されている窯跡と，同じ構造であったと推定される。次
いで，文久元（１８６１）年には，二宮喜十郎も同地で石灰の焼成を行い，文
久３（１８６３）年には石灰焼株注２を所有するものは４名になり，元治元（１８６４）
年には６株に増加した。その後も石灰焼きを行う業者は増え，明治２（１８６９）
年には１２名が石灰株を持つまでになった（図３）。この頃は，主として土
図３ 明浜町における消石灰製造者の変遷
久保（１９８０）より作成
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壌の中和剤として消石灰が利用され始めた時代で，付近では少ない消石灰
の産地として，興隆が始まった頃であった。
初期の頃，当地における石灰の焼成には，燃料として薪や木炭を用いて
いたが，明治５（１８７２）年，宇都宮長三郎が北九州の若松港から石炭を搬
入し，石炭を燃料として石灰の焼成を始めてから以降，燃料として石炭が
用いられるようになった。燃料の安定した確保が行われることになり，ま
た，明治８（１８７５）年からは採石に火薬が用いられるようになった。この
ため，原料の採掘でも従業員の安全が図られると同時に，必要な量が短期
間で得られるようになり，消石灰の生産に大きく寄与することになった。
この頃になると，明浜における消石灰の製造が各地に広く知れ渡り，明
治１２（１８７９）年には，瀬戸内海沿岸各地はもちろんのこと，広く能登半島
の村々まで販路が拡大し，明浜の盛隆期を迎えることになった（久保１９８０）。
（２） 隆盛期
明治１３（１８８０）年の，旧・高山村における石灰工業に従業する人口は９５
人で，村内の就業総人口の約１３％を占め，明治１４（１８８１）年の生産量は約
３０万俵（約２，５００t）であった。明治１６（１８８３）年には，当時，日本セメ
ント業界の風雲児と称されていた浅野総一郎が当地を訪れ，明浜の消石灰
はセメント用石灰としても取引されることになった。このこともあって，
工場数は増え，生産量はさらに増加し，明治３５（１９０２）年には約２４１万俵
（約１６，２００t）に達した（図４）。
これより前，明治２８（１８９５）年に締結された下関条約によって，朝鮮半
島への往来が比較的容易になったため，半島へも販路の拡大が意図される
ようになった。この頃の販路は，県内はもとより，北海道，越後，越中，
能登，因幡，大阪，播磨，阿波，讃岐，土佐，周防，豊前，豊後，日向，
薩摩，および朝鮮半島（馬浦山・仁川・釜山など）などであった。朝鮮半
島合併直後である，明治４５（１９１２）年の生産高は約４１８．３万俵（約２８，１００t），
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大正６（１９１６）年の生産高は約４４０．４万俵（約２９，６００t）で，最高に達し
た（図４）。
（３） 混迷期
２０世紀に入ると，化学の各分野で応用化が進んだ。農業に関する分野で
は，チッソ肥料・リン肥料・カリ肥料などといった，化学肥料の大量生産
が始まり，広く使われるようになった。このため，石灰の消費の一部であ
った農業分野での消費量が減少し始めた。明浜では，大正６（１９１６）年の
窯主１７名を最高とし，以降，窯主は減少していった（図３）。また，生産
量についてみると，大正１０（１９２１）年には約３３７．７万俵（約２２，７００t），大
正１１（１９２２）年には約３２４．３万俵（約２１，８００t）と，急激に減少し，昭和
６（１９３１）年には約１３６．９万俵（約９，２００t）にまで減少した（図４）。
対策として，各窯主は販路をセメント工場や化学工場に求め，また，石
灰石を原石のまま出荷して経営の安定を図ったため，昭和１４（１９３９）年の
図４ 明浜町における消石灰の生産高の変遷
久保（１９８０）より作成
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石灰の生産高は約２．５６万 tにまで回復した。終戦直前の昭和１９（１９４４）年
には，窯主が１４名，生産高は約１．９６万 tであった（図４）。
（４） 復興期そして消滅期
昭和２０（１９４５）年の終戦直後は，すべての分野において物資は不足し，
農業分野においても，農作物の生産に不可欠の肥料が不足していたため，
手頃な消石灰は土壌中和剤として需要が多かった。さらに，昭和２５年から
の朝鮮戦争を機会に始まった特需，そして，その後の高度経済成長政策に
よって，工業用・化学用・建設用といった分野での，消石灰の需要が大幅
に増加したため，明浜においても好況をもたらした。石灰の生産量につい
てみると，昭和２３（１９４８）年には８，０００tにも満たなかったが，昭和２４年
には１０，０００tを超え，昭和２６年には１７，０００t強となり，その後も増加を続
け，昭和３６年には１１工場で約３１，０００tを生産し，昭和４０年も１１工場で操業
を行っていた。
昭和３５（１９６０）年前後は，国内では岩戸景気と称された時期であった。
それより前の昭和３０年頃から以降，石灰産業はもとより，各産業界は目覚
ましい技術革新を遂げ，設備能力の大幅な拡大を行った。その結果，市場
には良質で安価な石灰を，安定して供給することが出来る様になった。
一方，零細企業からなる明浜の石灰工業は，後述するような旧来の工場
・旧来の生産技術で生産を行っていたため，経済情勢の変化に比べて大き
く立ち遅れ，競争に太刀打ちできなくなってきた。そのため，以降，経営
の合理化によって振興を推進し，また重油焼成炉の導入や工場の自動化を
図る努力を行ったが，石灰窯の灯は昭和５５（１９８０）年に消えてしまった。
．明浜町における石灰の焼成法
石灰の焼成は，徳利型をした窯の中で行なわれていた。窯の中では燃料
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と原料を厚さ３０～５０cmごとに，交互にサンドウィッチ状に積み重ね，下
ひ くち
の送風口（火口）注３から点火する。初期の頃は，燃料として薪や木炭が使
用されていたが，明治５（１８７２）年からは石炭が燃料として広く使用され
るようになった。熱の伝導を良くするため，原料の石灰石は直径３～１５cm
に砕かれて用いられた注４。
一般に，徳利型をした窯注５の中での，石灰石の焼成は，燃料と原料の
交互の積み重ね → 加熱 → 冷却 → 製品の搬出，と言った工程で行なわ
れるため，１回の石灰の焼成には，およそ４週間の日数を要する。焼成後
は窯の冷却（約１週間），生石灰の搬出（数日間），燃料と原料の積み重ね
を行なうため，一窯で上記の工程を行うには，作業効率が悪い。作業効率
を上げるため，徳利窯を４基並べ，４基を，４週間を一サイクルとして順
序良く使用すると，作業効率が良くなる。明浜のお城窯内に，徳利窯が４
基並べられているのは，作業効率を上げるためであったと考えられる。
しかしながら，この方法では冷却による窯内部の劣化が発生し，窯の寿
命が短くなる。そこで当地では，開始時期については不明であるが，原料
と燃料を交互に積み重ねてから点火した後，窯の中で生石灰が焼成される
と，火口から鉄製の火格子（ロストル）の上に堆積している生石灰を，鉄
製のコテで掻き出し，一方では，掻き出した量だけ，窯の上部から新たに
燃料と原料を交互に積み重ねる方法が取り入れられ，作業効率を向上させ
た。作業員にとっては，灼熱している窯の上部で行う，危険を伴う重労働
であった注６が，生産者（経営者）にとっては効率的な方法であった。
しかしながら，このような工夫を行ったにもかかわらず，昭和３０（１９５５）
年頃以降の，全国的な技術革新と，良質で安価な石灰の供給には太刀打ち
出来なくなったため，明浜町の石灰産業は幕を閉じた。
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．岩井の石灰窯跡
明浜では，最盛期には一度に１５か所で操業が行われ，１か所にはそれぞ
れ１～３の窯があった（図２）。現在，窯跡の多くは崩壊しているが，往
時の形態を残している窯もある。
規模についてみると，正面から見た窯の幅は１０～２０mで，地面（基部）
から窯の天端までの高さは約１０mである。外観は石垣が組まれ，遠くか
ら見ると，近世に築かれた城郭の石垣のような景観をしていることから，
一般には「お城窯」とも称される。内部には，石灰石を焼成する徳利型を
した空間があり，内部の周囲には，耐火レンガが貼り付けられている。
しかしながら，一部の窯内には耐火レンガが貼り付けられていない窯も
あり，また外観の石垣が正方形の切石ではなく，楕円形をした野面石の窯
もある。野面石を用いた石垣で，耐火レンガが無い窯跡は，全体的に規模
が小さい。これらのことから，初期頃の窯は，外観が野面石の石垣で，内
部に耐火レンガが貼り付けられていない窯であることが分かる。
このように見ると，宮野浦岩井の三島神社の近くに保存されている窯跡
は，伝えられている通り，現存する窯跡の中では，最古の窯と考えられる。
三島神社近くに保存されている「お城窯」跡の，正面から見た石垣の基
図５ 明浜町三島神社の近くに残る石灰窯跡
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部の幅は約１１．６mで，地面から窯の天端までの高さは約５mである（図
５）。石垣の石は野面石で，約８０度の急傾斜となっている。基部には４つ
の送風口が開口している。送風口の入口は高さ約１m，幅７０～８０cmで，
送風口の天井の部分には長さ１m以上，幅３０～５０cm，厚さ２０～５０cmの，
板状の石が支えとなっている。送風口は奥部になるにつれて次第に狭くな
り，最奥部の広さは高さ約７０cm，幅は約４０cmである。徳利型をした空間
と送風口の間には，鉄製の火格子（ロストル）がないことから，明治時代
中期あるいはそれ以前に築かれた，石灰焼窯と推定される注７。
徳利型をした空間の基部は隅丸型で，一辺は約６０cmの広さである。図
に示されているように，窯の中央部付近では膨らみ，上端部では直径約１
mの広さである。
．まとめに代えて
愛媛県西予市明浜町では，江戸時代末期から昭和５５（１９８０）年にかけて
の約１５０年間にわたって，主として土壌中和剤として使用される，消石灰
を生産していた。最盛期は大正時代前期で，窯主は１７名に達し，年間に約
２９，０００tの生産高を誇った。しかしながら，化学肥料の普及に伴って需要
が急激に減少し，さらに戦後の技術革新によって，より安価な消石灰が生
産されたため，昭和５５年には生産を終えた。
石灰窯は，原料が得やすく，また搬出に便利な海岸付近に立地していた。
一般に「お城窯」と称される形式であった。燃料は，当初は薪や木炭を用
いていたが，明治５（１８７２）年からは石炭を使用した。宮野浦岩井の三島
神社の近くには，古い形式の「お城窯」が残っている。
注記
注１）昭和３０（１９５５）年，俵津村と狩江村が合併して豊治村が成立し，昭和３３（１９５８）
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年には高山村が加わり，明浜町が成立した。さらに平成２（２００４）年には明浜町・宇
和町・野村町・城川町・三瓶町が合併して西予市となった。
注２）明浜町では，窯主を１名＝１株と称している。
注３）地元では「火口」と称している。
注４）粒径が大きいと石灰石の中へ熱の伝導が悪くなり，粒径が小さいと石灰石の間を
伝わる高熱が行き届かなくなる。石灰石の粒径と積み重ね方は，燃料が発する温度で，
経験的に決められた。
注５）「七輪窯」と称する地域もある。
わらじ
注６）作業員は加熱された窯の上で作業を行うため，水を含んだ草鞋をはき，滝のよう
に吹き出す汗のため，常に塩水を飲んでいたが，疲れが激しかったと言う。
注７）東京都青梅市，栃木県葛生町，滋賀県米原市醒井町，福井県大野市などでの調査
結果によると，鉄製の火格子（ロストル）は鉄道用レールを再利用し，明治時代後期
以降の石灰窯に見られる。
謝辞
本報を作成するに当たり，明浜町文化財審議委員の（故）宇都宮長三郎氏と（故）久
保高一氏からは，資料を提供して頂き，また，明浜町の石灰産業について御指導を受け
た。記して謝意を表する。
参考文献
浅井柏源編纂（１９３０）『伊予の山水と人物の事業』．５４ページ．（愛媛出版協会）
平山 健・神戸信和（１９５６）『八幡山・伊予高山』（５万分の１地質図幅 説明書）．４６ペ
ージ＋１２ページ＋１葉．（通産省地質調査所）
久保高一（１９８０）『明浜こぼれ話―郷土史片云録―』．４７１ページ．（明浜史談会）
宋 應星（１６３７）『天物開工』．（東洋文庫 第１３０巻・復刻１９６９）
西園寺源透（１９３４）『東宇和郡沿革史』．２４１ページ．（野村町史談会・復刻）
佐藤信淵（１８４０）『培養秘録』．（日本農書全書 第６９巻：農山漁村文化協会・復刻１９９６）
角田清美（１９８９）漆喰の利用と古墳・古墓．青梅市文化財保護指導員連絡協議会活動報
告書．（５）．１９～２８．
角田清美（１９９５）石灰焼の盛衰．地理，４０（８）．１１５～１１７．
角田清美（１９９６）石灰石利用の歴史・漆原和子編『カルスト』．６４～６８．（大明堂）
角田清美（２０１１）古代から中世前期における石灰と漆喰の利用．専修人文論集．（８８）．１４９
～１７６．
角田清美（２０１２）中世から近世における石灰の利用．専修人文論集．（９０）．１４９～１８７．
